




Childrearing and Breastfeeding as Seen from Fatal Accidents :





　添い寝で死亡する事故は明治期から発生しており，時代によって死因は異なった。1870 ～ 1910 年代は
80% 以上が乳房で圧死していた。1920 年代になると乳房で圧死は 67%，布団と夜具での死亡事故が 20% と
なる。1930 年代には乳房での圧死が 50% まで減少し，布団と夜具での死亡事故が 26% となる。こうした事
故は職業には関係なくあるゆる住宅地で発生していた。





　18 冊の育児書の検討から 11 冊の育児書が添い寝を否定，5 冊が注意すべきこととされたこと，また添い
寝中の授乳により乳房で窒息死する危険性を指摘する育児書が 12 冊あったことからも，添い寝の危険性を
喚起する新聞記事と一致し，社会問題となっていた。
　20 冊の育児書の検討から，適当とされた離乳開始時期は 5 ヶ月頃からが 3 冊，10 ～ 12 ヶ月が 4 冊，もっ
とも遅いのは 2 ～ 3 年だった。時代による離乳期の特徴は特にみられなかった。離乳時期は遅く 4 ～ 5 歳児
































































































　これが戦後の初出記事で，就寝中に乳房で窒息したとある。1971（昭和 46）年 7 月 16 日まで，就
寝中に乳児，幼児が窒息死したという記事が 89 件掲載されている。特に 1953 年には 5 件報じられ
ている。これらの記事の中には，住宅の狭さが原因としている記事が 16 件ある。
　『朝日新聞』では，1952（昭和 27）年 5 月 30 日から 1983（昭和 58）年 1 月 12 日までに就寝中に






両紙とも報じた事故は 15 件ある。このうち幼児の事故は 16 件あり，そのうち 1 件は両紙とも報じ






〈1〉1951（昭和 26）年 7 月 2 日『読売新聞』夕刊 3 面「三畳に十一人住まいの悲劇　赤ちゃん圧死」
〈2〉1952（昭和 27）年 2 月 10 日『朝日新聞』夕刊 2 面「赤ちゃん圧死　三畳の間に五人暮らし」
〈3〉1952（昭和 27）年 9 月 1 日『朝日新聞』夕刊 2 面「“三畳間六人”の悲劇  生後一ヶ月の赤ちゃ
ん圧死」
〈4〉1953（昭和 28）年 2 月 27 日『読売新聞』夕刊 3 面「雑魚寝で乳児圧死」
〈5〉1954（昭和 29）年 5 月 21 日『読売新聞』夕刊 3 面「添寝の幼児圧死  四畳半に六人家族の悲劇」
〈6〉1955（昭和 30）年 10 月 16 日『朝日新聞』夕刊 3 面「赤ちゃん圧死  三畳に七人  住まいの悲劇」
〈7〉1956（昭和 31）年 9 月 10 日『読売新聞』夕刊 5 面「乳児が窒息死」
〈8〉1957（昭和 32）年 1 月 29 日『読売新聞』朝刊 7 面「乳児押され死ぬ　三畳一間に五人の悲劇」
〈9〉1958（昭和 33）年 7 月 8 日『朝日新聞』夕刊 5 面「狭い室で赤ん坊圧死  二畳に八人，人夫の
家で」
〈10a〉1958（昭和 33）年 7 月 9 日『朝日新聞』夕刊 5 面「赤ん坊また圧死  狭い住まいで  母親が
寝返り」
〈10y〉1958（昭和 33）年 7 月 9 日『読売新聞』夕刊 5 面「またざこ寝の悲劇　生後一八日の赤ちゃ
ん死ぬ／東京・墨田区」
〈11〉1958（昭和 33）年 8 月 12 日『読売新聞』夕刊 5 面「赤ん坊窒息死　三畳に親子五人の悲劇」
〈12〉1959（昭和 34）年 6 月 14 日『読売新聞』夕刊 3 面「四畳半に親子七人　ザコ寝から赤ちゃん
窒息死」
〈13〉1961（昭和 36）年 4 月 18 日『読売新聞』夕刊 7 面「三畳に一家六人の悲劇」
〈14a〉1963（昭和 38）年 7 月 30 日『朝日新聞』夕刊 7 面「赤ちゃん窒息死　四畳半に六人暮らし」
〈14y〉1963（昭和 38）年 7 月 30 日『読売新聞』夕刊 9 面「四畳半に六人の悲劇　小岩で赤ん坊が
窒息死」
〈15〉1964（昭和 39）年 4 月 4 日『読売新聞』夕刊 9 面「二畳半に四人の悲劇　池袋の簡易旅館　
赤ちゃんが窒息死／東京都 ･ 池袋」
〈16〉1965（昭和 40）年 3 月 9 日『読売新聞』夕刊 6 面「二間に九人の悲劇　東京 ･ 江戸川で赤ちゃ
ん窒息死」
〈17〉1966（昭和 41）年 8 月 2 日『朝日新聞』夕刊 7 面「狭い部屋，赤ん坊，圧死　千葉四畳間に
七人が寝て」
〈18a〉1968（昭和 43）年 4 月 15 日『朝日新聞』夕刊 5 面「三畳に親子六人も　赤ちゃん窒息死　
横浜の簡易宿泊所住まい」




〈19a〉1969（昭和 44）年 11 月 9 日『朝日新聞』朝刊 10 面「赤ちゃん窒息死　村山団地」
〈19y〉1969（昭和 44）年 11 月 9 日『読売新聞』朝刊 11 面「押し入れベッド　赤ちゃん死ぬ／東京
都村山」
〈20〉1969（昭和 44）年 12 月 17 日『読売新聞』夕刊 10 面「これは狭い　部屋で窒息　六畳一間に
五人」
〈21〉1970（昭和 45）年 6 月 29 日『読売新聞』夕刊 11 面「ああ，三畳暮らし　テレビ倒れ赤ちゃ
ん死ぬ／東京都北区」
〈22a〉1970（昭和 45）年 11 月 23 日『朝日新聞』夕刊 9 面「寝床で赤ちゃん圧死　四畳半一間に親
子六人 6 人　江東　都営申込んで落選」
〈22y〉1970（昭和 45）年 11 月 23 日『読売新聞』夕刊 9 面「四畳半に親子六人　赤ちゃん窒息死　
東京・江東区で」
〈23〉1971（昭和 46）年 7 月 5 日『読売新聞』夕刊 11 面「赤ちゃん圧死  六畳に家族四人タンス三つ」
〈24〉1973（昭和 48）年 7 月 14 日『朝日新聞』夕刊 11 面「過密あわれ　“二畳”に四人乳児死ぬ
暑苦しい夜，悲し下敷き」
〈25〉1983（昭和 58）年 1 月 12 日『朝日新聞』夕刊 13 面「4 畳半に 6 人就寝　赤ちゃんが圧死」
　これらの 25 件の事故で乳児が 22 人，幼児が 3 人亡くなっている。死因は，家族の身体に押しつ
ぶされて窒息死が 11 件ともっとも多く，幼児も一人含まれる。「三畳に五人」「三畳に七人」「二畳
に八人」「三畳に五人」など極めて狭い劣悪な住環境で事故が発生している。次に多いのが布団や毛
布による窒息死で 4 件ある。母親の乳房で窒息したのが 3 件あり，そのうち 1 件は幼児である。家










が多い。最も多いのは品川区の 4 件である。1960 年後半からは，千葉市，与野市，朝霞市など郊外
でも発生している。
　1950 年代には，「三畳に十一人」「 三畳に七人」「二畳に八人」など想像を絶する居住環境での事
故が報道されている。 墨田区吾嬬町と品川区大井立会町では 2 件の事故が発生している。
　記事〈9〉〈10a〉〈10y〉は同じ事故を報じており，1958（昭和 33）年 7 月 8 日に「二畳で八人」，
7 月 9 日に「三畳間に親子八人」と連続して事故が発生した墨田区吾嬬町は，中川清によれば，明












均家族数は 6 人，工場経営などの事業収入者が 26.8% で平均家族は 7 人である。同年の東京都区部
の平均家族数が 3.96 人，墨田区は 4.68 人である［墨田区役所 1981　196 頁］。事故があった中村家と
伊藤家の 8 人という家族数は，同区内では際だって多いわけではない。
　事故が起こった家の夫の職業は，工員 3 名，ガラス加工業，靴下製造工，大工，豆腐屋，塗装工，
左官職 3 名，人夫 2 名，バタヤ，溶接工，竹細工職，労務者 2 名，調理師，帽子製造，鉄筋工，化
粧品セールスというブルーワーカーが 23 名で，会社員は 2 名しかいない。年齢は，最年少が 29 歳，
最年長は 48 歳で，平均年齢は 34.6 歳である。住宅の狭小性により赤ん坊が死亡するという事故は，
貧困層が住む地域のブルーワーカーの家で発生していたのである。
　これらの 25 件の事故は，1950 年代に 12 件，1960 年代に 7 件，1970 年代に 3 件，1980 年代に 1
件発生している。1950 年代に多いのは極めて深刻な住宅不足問題が原因である。










　テレビは 1959（昭和 34）年に 50% 普及し，1961（昭和 36）年には 90% 普及する。洗濯機は 1960
（昭和 35）年に 50% 普及し，1969（昭和 44）年に 90% 普及する。冷蔵庫は 1964（昭和 39）年に
50% 普及し，1969（昭和 44）年に 90% 普及する。
　1960 年前半までに発生した事故の主たる要因が住宅の狭さだったのが，1960 年代後半からはそれ
表1　戦前と戦後の一人あたりの坪数
戦 前 戦 後





























〈26a〉1935（昭和 10）年 3 月 20 日『読売新聞』夕刊 2 面「一家八人が四畳半に　赤ん坊が押し殺
される」
〈26y〉1935（昭和 10）年 3 月 20 日『朝日新聞』夕刊 2 面「鮨詰めの家で赤ん坊圧死 ? 四畳半に十
人住ひ」
〈27〉1935 年 5 月 25 日『朝日新聞』夕刊 2 面「赤ん坊蒲団死」
〈28〉1935 年 10 月 19 日『読売新聞』朝刊 7 面「五畳に親子八人　赤ちゃん圧殺さる」
　〈26a〉〈26y〉は，1935（昭和 10）年 3 月 20 日に豊島区西巣鴨町四ノ二二二建具職市川の家で双
子のつるが死亡した事故を報じているが，『読売新聞』は「市川長次郎」，『朝日新聞』は「市川正一
郎」と微妙に異なる。また，家族数も『読売新聞』は「同家は家族八人がわづか四畳半に寝てゐる」















た。しかし，震災後，就寝中に乳児が死亡した記事は 12 月 7 日の「乳房で窒息死／東京入新井」，




　『読売新聞』には，明治時代に 153 件，大正時代に 26 件，昭和 20 年までに 79 件の就寝中に乳児，
幼児が死亡する事故が報じられている。添い寝で窒息させるという事故は頻繁に発生していた。『朝
日新聞』では，大正 15 年から昭和 20 年までに 74 件報じられている。両紙を合わせて 332 件の事故
が報じられている。両紙とも報じた事故は 7 件ある。
　事故を報じる記事では，「乳房で窒息死」という見出しが 53 件ともっとも多く，「乳房で圧死」も






〈29〉1878（明治 11）年 6 月 14 日『読売新聞』朝刊 3 面
　添い寝をしていて乳房で乳児の顔を覆って窒息死したのではないかという内容である。
　「例の乳房」の初出記事は次のようなものである。














　1930 年代が 56 件ともっとも多く，次いで 1895 年代の 55 件である。1875 年代，1880 年代の記事
数は最小である。しかし，これは報じられた数であり，実態とは異なると考えられる。と言うのも，
次のような 1870 年代，1880 年代の記事があるからである。
〈31〉1879（明治 12）年 6 月 3 日『読売新聞』朝刊 3 面
〈32〉1882（明治 15）年 7 月 29 日『読売新聞』朝刊 2 面「添え乳の母親寝込み，赤ちゃん乳房で窒
息死／東京・芝」











　1900（明治 33）年の乳児死亡率は 15.5%，新生児の死亡率は 7.9% であり，生後 1 年以内の死亡率は
23.4% である。およそ 4 人に 1 人が死亡する割合になる。1918（大正 7）年の乳児死亡率は 18.86%，
新生児の死亡率は 8.13% であり，生後 1 年以内の死亡率は 26.99% ともっとも高いが，これは世界的
に流行したスペイン風邪によるものである。同年以降，乳児死亡率は徐々に低くなっていき，乳児
死亡率が 10% を切るのは 1940（昭和 15）年，新生児死亡率が安定的に 5% を切るのは 1935（昭和
10）年である。









乳 房 が 100% で あ る。1890 年











　1900 年代は乳房 82%，布団 5%，夜具 4%，体 4%，その他 3%，添い寝 2% である
（6）
。1910 年代は
乳房 79%，添い寝 8%，夜具 5%，体 5% であり，乳房で窒息死するのが減少している。1912（大正
1）年には，こうした事故を防ぐため人工呼吸法を学ぶことが提唱されている。





　1920 年代は乳房 67%，布団 13%，体 11%，夜具 7%，添い寝 2% であり，布団による窒息死が 10%
を超えており，布団が普及したとも考えられる。
　1930 年代は乳房 51%，布団 22%，体 11%，その他 7%，添い寝 5%，夜具 4% と，乳房による死亡
が半分まで減少する。また，1930 年代になると添い寝中に乳児が死亡することが社会問題として捉
えられ，注意を喚起する記事が出てくる。
〈35〉1931（昭和 6）年 11 月 17 日『読売新聞』朝刊 9 面「危ない添ひ寝」
　添い寝は悪しき習慣であり，改めなければならないという内容である。
　1932 年，朝日新聞では，1 月 12 日の板橋町金井通の砲兵工廠職工宅で発生した幼児の「布団で窒
息」，1 月 18 日の芝三田綱町の会社員宅で発生した「乳児窒息」，1 月 31 日の野方町江古田の「乳房
で幼児窒息死
（7）
」，2 月 15 日の碑衾町碑文谷の雑貨商宅で発生した「幼児の窒死　父親の不注意」の
4 つの記事が報じられている。しかし，次の〈36〉の記事のように他にも事故が発生している。








　1940 年代は，1940 年 1 月 5 日の「添寝の悲劇／東京・蒲田」など 5 件報じられており，いずれも
乳房で窒息死しており，そのうち 2 件は 2 歳の幼児である。
　1950 年代は乳房が 46%，布団が 28%，体が 20%，その他 6% と，乳房による死亡が初めて 5 割を
切る。また，添い寝を否定する次のような記事がある。




　1960 年代は布団が 43%，その他が 20%，うつぶせが 15%，体が 14%，乳房が 8% と 1950 年代以
357
［添い寝中の死亡事故からみた育児と授乳］……宮内貴久
前とは全く異なる様相に変化する。布団が第一位となり，乳房が 8% まで激減し，その他が 20% と
死の多様化が進む。うつぶせで死ぬというこれまでなかった要因が登場してくる。
　1970 年代になるとうつぶせが 31%，その他が 27%，体が 21%，布団が 15%，乳房が 4% となる。
うつぶせ死が第一位となり，その他が 27% と死の多角化がさらに進む。うつぶせ死を問題視する次
のような記事が登場する。









































　1898（明治 31）年『育児の栞』には図 5，図 6 のような授乳をしてい挿絵が掲載されている［的




















































　1878 年から 1978 年の全期間では，1 月が 15%，12 月が 14%，11 月が 9% と，寒い時期に事故が




　1900 ～ 1919 年は 12 月が 20%，1 月 ･11 月が 11% と冬期に事故が発生しており，〈34〉の春先が
多いという記事とは異なっている。また，1920 ～ 1939 年も 1 月が 22%，2 月が 12%，11 月 ･12 月
が 10% と冬期に事故が発生している。
　戦前は 1 月 .12 月と寒い時期に事故が発生していたのが，戦後になると様相が変わる。1950 年代
は 1 月が 20%，12 月が 16%，そして 7 月が 11% で初めて夏期の 7 月が三位になる。1960 ～ 1970 年










　もっとも多いのは生後 6 ヶ月未満で 66% を
占める。生後1年以内の死亡率は82%である。
一番多いのは 1 才の 16%，続いて生後 1 ヶ月
･2 ヶ月の 15%，3 ヶ月の 9%，4 ヶ月・2 才の
7% である。2 歳でも全体の 7% を占めている。
添い寝中に死亡するのは，乳児だけではない。
乳児が 77%，幼児が 23% と約 1/4 を占めてい
る。添い寝して授乳中に発生した事故では，3
歳や 4 歳という幼児の例もある。
〈39〉1931（昭和 6）年 1 月 19 日『朝日新聞』朝刊 7 面「乳房で圧死」
〈40〉1909（明治 42）年 1 月 30 日『読売新聞』朝刊 3 面「嬰児に添え寝中，乳房で窒息死させる／
深川区」
〈41〉1935（昭和 10）年 3 月 7 日『朝日新聞』夕刊 2 面「父親の過失　赤ん坊圧死」
　〈39〉は 3 歳での授乳中の事故，〈40〉〈41〉は 2 歳での授乳中の事故である。特に〈41〉は生後
2 ヶ月の次男がいるのに，長男が母親の乳房を独占していた。現代では 1 歳位までに離乳するよう
に指導されるが，1930 年代はもっと遅く 3 歳でも授乳しているのである。次の〈42〉〈43〉は当時
の添い寝期間を伝えている。
〈42〉1933（昭和 8）年 4 月 12 日『読売新聞』朝刊 4 面「［もの知り博士］添寝は百害あって一利なし」
〈43〉1936（昭和 11）年 9 月 3 日『読売新聞』朝刊 9 面「寝つきが悪いと丈夫に育たない」
　〈42〉は 3 ～ 4 歳まで添い寝するのはよくないとし，〈43〉は 4 歳までは半分位添い寝していると報
じ，両記事とも生後間もなく別に寝かせるべきだと主張している。記事では「添い寝」とあり「添
い寝しながら授乳」していたかは不詳である。3 歳児の死因はすべて乳房による窒息死である。ま



























































になるから 7 例，子どもの温度をうばうなど，寒い目に会わせるから 5 例，圧死や窒息死の危険が










































































































　主婦之友社は，戦前に『改訂増補育児法』（1912 年），『母の愛育全集』（1941 年）の 2 冊の育児書
を出版しているが，戦前戦後を通じて添い寝を否定している点が特筆される。
　『スポック博士の育児書』はベンジャミン・スポックが著した育児書で，1946（昭和 21）年にアメ
リカで出版され，39 カ国語に翻訳され発行部数は 4,000 万部を超えたベストセラーである［スポック






































　②は『絵入子供育草』，『育児談』，『育児の栞』，『母の讀本』の 4 冊ある。3 冊が明治期の育児書
である。







は 11 ～ 14 ヶ月とされている［村田 1874　31 丁］。
　『ははのつとめ　子の巻』（1889）には，「第三乳離の事　例令バ晝間だけとして夜分ハ止其後ハ朝
晩だけにするとか遂々減して二年三年の間に全く乳を哺せぬように致しますのです。」とあり，2 ～





















　また，従来の慣習として，①再妊娠あるいは病気に罹らない限りは離乳食とともに 1 ～ 3 年飲む
こともあること，②末っ子の場合には 5 ～ 6 年も飲むこともあったという。
　『改訂増補育児法』（1912）では，「母乳をやめるのは生後十ヶ月位から満一年迄位の間であるが，
その時期よりも少々早目にやめるのと，いくらか遅くなるのとどちらがよいかといへば早きに失す






くない，② 1 歳位までには離乳すべきだと主張している［婦人世界編輯局編 1916　312 頁］。
　『乳児の教育』（1918）には「生後十ヶ月にも達したらば，そろそろ離乳の支度にかかる。」と，
10 ヶ月が離乳の時期とされている［市川 1918　99 頁］。同書には，女子美術學校稿『育児法』という
小冊子が綴じられており，「生後七八ヶ月になったらそろそろ母乳を離す準備をせねばなりません。」
と，7 ～ 8 ヶ月が離乳の目安とされている。
　同年に出版された『赤ん坊の研究』では，「されば乳離れの時期は何時を以て断行してよろしいか
といふに，一は生児の體質を斟酌し，二は生歯六本以上生えた頃即ち生まれて萬一ヶ年半たって離
































ぬ。」と，① 3 ～ 4 歳まで授乳しているなど日本は離乳が遅れがちであること
（24）
，②添い寝という習慣
のため遅くなると批判している［藤原監修 1939　 42–43 頁］。そして，「離乳は生後七～八ヶ月頃から
始めて満一カ年までに終了するのが普通である。」と，7 ～ 8 ヶ月で始め初誕生までに終えるのが普
通とされる［藤原監修 1939　155 頁］。
　『母の愛育全集第一巻　乳児の巻』（1941）は，「離乳は，（略）一般には生後満六ヶ月をすぎて第











けたり』になってしまふやうに指導してをります。」と，10 ヶ月～ 12 ヶ月を離乳期としている［斎
藤 1947　147 頁］。
　前述したように，戦前に主婦之友社からは『改訂増補育児書』，『母の愛育全集』の 2 冊が発行さ
れている。離乳期間に関して，前者は 10 ヶ月～ 12 ヶ月，後者は 6 ～ 7 ヶ月とあり異なる。『母の育




とからはじまり，（略）たいてい六ヶ月から一年くらいで完了します」と，4 ～ 6 ヶ月とされる［ス
ポック 1999　173 頁］。ただし，離乳に関しては監修者の高津忠夫らの「日本での離乳のしかた」と
いう註があり，「離乳を始めるのは満五ヶ月になった頃が妥当です。（略）遅れた場合も六ヶ月中に
開始します」と，5 ～ 6 ヶ月とされている［スポック 1999　225 頁］。初版の離乳期の食事プランの表




















する育児書が 12 冊あったことが明らかとなった。添い寝を推奨する育児書は 1 冊もなかったのであ
る。
　20 冊の育児書に記された離乳時期について検証した結果をまとめたのが次の表 2 である。
　離乳時期がもっとも早いのは『スポック博士の育児書』の 4 ～ 6 ヶ月であるが，日本人対象では
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『育児の百科』の 5 ヶ月である。5 ヶ月頃からとするのは 3 冊ある。もっとも遅いのは『母のつとめ 
子の巻』の 2 ～ 3 年である。10 ～ 12 ヶ月が 4 冊ありもっとも多い。時代による離乳期の特徴は特
にみられなかった。育児書からは 10 ～ 12 ヶ月の間に離乳を勧めている。
　しかし，現実は従来の慣習として，生母が再び妊娠するか病気に罹らない限りは 1 ～ 2 年も授乳
されていたのである。末子はそれ以上である。初誕生が過ぎて離乳する人が多いなど，日本は離乳









　1947（昭和 22）年 12 月に児童福祉法が制定公布された。第二十一条に「都道府県知事は，命令
の定めるところにより前述の規定により，妊娠の届出をした者に対して，母子手帳を交付しなけれ
ばならない。妊産婦が，保健所又は医師，助産婦若しくは保健婦につき，保健指導を受けたときは，
離乳時期 育 児 書
4 ～ 6 ヶ月 『スポック博士の育児書』（1999）
5 ヶ月 『スポック博士の育児書』（1968） 『育児の百科』（1967）
5 ～ 6 ヶ月 『スポック博士の育児書』（1999）日本人
5 ～ 8 ヶ月 『育児談』（1891）
6 ～ 7 ヶ月 『母の愛育全集』（1941）
6 ～ 9 ヶ月 『実験愛児の育て方と病気の手当』（1922）
7 ヶ月 『戦時下の育児法』（1943）
7 ～ 8 ヶ月 『母の讀本』（1934）　『輓近家事論纂』（1939）　
8 ヶ月 『育児法』女子美（1918）
10 ヶ月 『育児の栞』（1898） 　『乳児の教育』（1918）
10 ～ 12 ヶ月 『育児必携』（1896）　『改訂増補育児法』（1912）　『分娩と育児』（1926）『母の育児書』（1947）
11 ～ 14 ヶ月 『絵入子供育草』（1874）
12 ヶ月 『家庭重宝記』（1916）　『育児の実際』（1925）
1 年半 『赤ん坊の研究』（1918）









年 掲 載 媒 体 添 い 寝
1950 母子手帳
































　離乳に関しては，1950（昭和 25）年の母子手帳には「離乳食を 4，5 ヶ月になったら。お誕生の頃
になったら離乳」とあり，1953（昭和 28）年，1956（昭和 31）年も同様である［小柳 2011　7 頁］。
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1964（昭和 39）年の副読本では「満 5 か月ごろ開始，満一歳までに完了」とあり，1966（昭和 41）
年も同じである。1966（昭和 41）年の母子健康手帳には，「生後 5 ヶ月ごろになったら，そろそろ離
乳をはじめましょう。満 1 歳頃には母乳をやめるようにしましょう。」とあり，1970（昭和 45）年，

























版本（1967 年刊）の定価は 1,500 円である。1967（昭和 42）年の市営弥永団地の入居条件 ･ 収入制
限は，第一種住宅が 2 万円を超え 3 万 6,000 円以下，第二種が 2 万円以下の月収である。第一種住
宅の家賃は 4,000 ～ 4,300 円，第二種住宅は 3,000 円である。1,500 円という価格は，第一種住宅だと
家賃の約 4 割近く，第二種住宅の家賃半分にあたる価格であり，育児書を購入したとは考えられな
い。
　弥永団地の近くで私設文庫を解説していた K によれば，昭和 40 年代の本の価格は今日の約 3 倍
だったと述懐している。消費者物価指数に基づいて計算すると，1967（昭和 42）年の 1,500 円とい
う価格は，2013（平成 25）年の 5,385 円となり，『育児の百科』はかなり高価だったと言える。した
がって，ベストセラーとなった同書の購入者 ･ 読者は低所得者ではなく，学歴が高くある程度の収
入があった層だと推定される。





　10 人中ベビーベッドを使ったのは C と D だけである。高価だったので買えなかったという。購
入した D の夫は外洋船員で数ヶ月ぶりに帰宅した時にボーナスが出たので，買えたという。
　同じ布団で寝ていた，川の字で寝ていたのは EFGI の 4 人である。H や J のように夜寝る時は別
の蒲団だが，横に布団を敷いて寝たという。この他にも弥永団地に隣接する春日市泉地区でも 10 人
から聞き書きを行ったが，全員添い寝をしたそうである。







〈44〉1985（昭和 60）年 2 月 6 日『朝日新聞』朝刊 1 面「育児読本を大幅に改訂　『添い寝』一転お
勧め　スキンシップを重視」 



















時代によって死因は異なっていた。1870 ～ 1910 年代は 80% 以上が乳房で圧死していた。それが，
1920 年代になると乳房で圧死は 67% であるが，布団と夜具での死亡事故が 20% となる。さらに，
1930 年代には乳房での圧死が 50% まで減少し，布団と夜具での死亡事故が 26% となるように布団
などでの死亡事故が増加する。こうした痛ましい事故は，スラムなど住環境が悪い地域で発生した
わけではなく，あらゆる場所で発生していた。また，戦前は職業は関係なく，住宅の狭小が原因と
された死亡事故は 1935 年に報じられた 4 件のみだった。










　授乳期間に目を向けると，19 世紀末には 4 ～ 5 歳児への授乳，特に末子は 5 ～ 6 歳まで授乳する



























































































































































































































































































〈27〉1935 年 5 月 25 日『朝日新聞』夕刊 2 面「赤ん坊蒲団死」
「二十四日朝麹町区飯田町一ノ二自動車部品業清本輝武方で本年一月生れの三女裕子が蒲団で窒息
絶命，例によって六畳一間に七人が押合って就寝する中の惨事である。」



















〈31〉1879（明治 12）年 6 月 3 日『読売新聞』朝刊 3 面
「久松町の石橋萬造の女房おなかハ先月一日生れのおきくといふ赤児に添乳として寝て居るうち
ウッカリ眠って赤児を押し殺したといふ　毎度ながら子を持ツた方ハお気を付けなさい。」


































































〈39〉1931（昭和 6）年 1 月 19 日『朝日新聞』朝刊 7 面「乳房で圧死」
「十八日午前六時頃四谷区永住町魚商荒川兼吉妻よね（29）は長女せき（3）と添寝中過って乳房で
壓死させ四谷署に届け出た」












〈43〉1936（昭和 11）年 9 月 3 日『読売新聞』朝刊 9 面「寝つきが悪いと丈夫に育たない」






































（ 4 ）　　乳児死亡とは生後 1 年未満の死亡，新生児死亡
とは生後 4 週（28 日）未満の死亡である。1900 年以前
はデータがない。出典：http://www.mhlw.go.jp/toukei/
list/dl/81-1a2.pdf（2016.7.4）


















（12）　　『須恵村の女たち』は，1935 年 11 月～ 1936 年
11 月 3 日まで，熊本県球磨郡須恵村にアメリカの文化
人類学者ジョン ･ エンブリー，妻のエラ ･ エンブリーが
1 年間滞在して調査した記録である。ジョンの死後，ロ
バート ･ スミスにより編集出版された。






















































（20）　　本論では，初版と同版の 1968 年版と 1999 年の
改訂第 6 版を参照した。
（21）　　初版は 1967 年で，1999 年には定本化された。文
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Childrearing and Breastfeeding as Seen from Fatal Accidents :
Focusing on Newspaper Articles and Childrearing Books
MIYAUCHI Takahisa
This research uncovered the state of and changes in cosleeping and breastfeeding by analyzing 
accidental fatalities of children during cosleeping as to why it occurred, the cause of death, the living 
environment, breastfeeding positions, and the age of death from articles of the Asahi Shimbun and the 
Yomiuri Shimbun. It also made clear how cosleeping was viewed and what the recommended length of 
breastfeeding was by studying childrearing books.
Fatal accidents due to cosleeping have been occurring since the Meiji period, and the cause of 
death differed according to the times. From 1870-1910, over 80% were crushing deaths at the breast. 
In the 1920s, crushing deaths at the breast accounted for 67%, and accidental deaths due to bedding 
and bedclothes accounted for 20%. Crushing deaths at the breast decreased to 50% in the 1930s, and 
accidental deaths due to bedding and bedclothes accounted for 26%. Such accidents had occurred 
regardless of occupation, in various residential areas.
Accidents occurred in the 1940s and the first half of the 1960s in blue-collar households living 
in significantly poor living environments such as slums, in the context of severe housing shortages. 
Crushing deaths due to cramped housing also occurred in the second half of the 1960s, however, 
crushing death accidents were caused by cramping of rooms due to the proliferation of household 
appliances and overcrowding by things such as wardrobes and study desks which accompanied 
the increased income due to rapid economic growth. In the 1970s, American childrearing methods 
were introduced and deaths of infants lying facing down was seen to be a problem, leading to further 
diversification of deaths.
Of the 18 childrearing books studied, 11 rejected cosleeping, and 5 warned about it. The danger 
of suffocation by the breast when breastfeeding while cosleeping was indicated by 12 childrearing 
books. These agree with newspaper articles warning of the dangers of cosleeping, indicating that it had 
become a social issue.
In studying 20 childrearing books, the start of weaning deemed appropriate was around 5 months 
in three books, 10 to 12 months in four books, and the latest was 2 to 3 years. No patterns specific to 
years were found for weaning periods. Late cases of weaning included breastfeeding 4-to-5-year-olds, 
the youngest, in particular, being breastfed until 5 to 6 years old. Breastfeeding is time precious for the 
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mother when she is able to rest, and this was one of the main causes of late weaning.
Cosleeping was rejected in the Boshi Techo（Mother and Child Health Handbook）, but, in 
reality, many mothers practiced cosleeping. Discrepancy was observed in folk knowledge and printed 
knowledge regarding childrearing. A major revision of the Ikuji Dokuhon was published in 1985, and 
cosleeping, which had been rejected, was now recommended as physical contact between parent and 
child.
Key words: cosleeping, breastfeeding, breast, suffocation,  housing shortage
